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第
三
e

二
規
則

す
べ
て
の
種
類
の
船
舶
に
お
け
る
海
水
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
及
び
ば
ら
積
み
貨
物
船
の
二

重
船
側
外
板
区
域
の
保
護
塗
装

１

２
及
び
４
の
規
定
は
、
総
ト
ン
数
五
百
ト
ン
以
上
の
次
に
掲
げ
る
船
舶
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

.1

二
千
八
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
契
約
が
結
ば
れ
る
船
舶

.2

建
造
契
約
が
な
い
場
合
に
は
、
二
千
九
年
一
月
一
日
以
後
に
キ
ー
ル
が
据
え
付
け
ら
れ
る
船
舶
又
は
こ
れ
と

同
様
の
建
造
段
階
に
あ
る
船
舶

.3

二
千
十
二
年
七
月
一
日
以
後
に
引
渡
し
が
行
わ
れ
る
船
舶

２

船
舶
に
配
置
さ
れ
る
す
べ
て
の
海
水
バ
ラ
ス
ト
・
タ
ン
ク
及
び
長
さ
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ば
ら
積
み
貨
物

船
に
配
置
さ
れ
る
二
重
船
側
外
板
区
域
は
、
海
上
安
全
委
員
会
が
決
議
二
一
五
（
八
二
）
に
よ
つ
て
採
択
し
た
す

べ
て
の
種
類
の
船
舶
に
お
け
る
海
水
バ
ラ
ス
ト
・
タ
ン
ク
及
び
ば
ら
積
み
貨
物
船
の
二
重
船
側
外
板
区
域
の
た
め

の
保
護
塗
装
に
つ
い
て
の
性
能
基
準
（
附
属
書
第
一
章
以
外
の
附
属
書
に
適
用
さ
れ
る
改
正
手
続
に
関
す
る
条
約

第
八
条
の
規
定
に
従
つ
て
採
択
さ
れ
、
か
つ
、
効
力
を
生
ず
る
国
際
海
事
機
関
に
よ
る
改
正
を
含
む
。）に
従
つ
て

建
造
中
に
塗
装
す
る
。

３

千
九
百
九
十
八
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
油
タ
ン
カ
ー
及
び
ば
ら
積
み
貨
物
船
に
お
い
て
配
置
さ
れ
る

す
べ
て
の
海
水
バ
ラ
ス
ト
・
タ
ン
ク
で
あ
つ
て
２
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
四

七
（
六
六
）
に
よ
つ
て
採
択
さ
れ
た
第
二
e

一
章
第
三
e

二
規
則
の
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

４

保
護
塗
装
の
装
置
の
保
守
は
、
全
般
的
船
舶
保
守
計
画
に
含
め
る
。
保
護
塗
装
の
装
置
の
有
効
性
は
、
国
際
海

事
機
関
の
作
成
す
る
指
針
に
基
づ
き
、
主
管
庁
又
は
主
管
庁
が
認
定
す
る
機
関
に
よ
り
、
船
舶
の
供
用
期
間
中
に

検
証
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
e

三
規
則

タ
ン
カ
ー
の
船
首
部
へ
の
安
全
通
路

１

こ
の
規
則
及
び
第
三
e

四
規
則
の
規
定
の
適
用
上
、
タ
ン
カ
ー
は
、
こ
の
章
の
第
二
規
則
に
定
義
す
る
油
タ
ン

カ
ー
、
第
七
章
第
八
規
則
２
に
定
義
す
る
化
学
薬
品
タ
ン
カ
ー
及
び
第
七
章
第
十
一
規
則
２
に
定
義
す
る
ガ
ス
運

搬
船
を
含
む
。

２

す
べ
て
の
タ
ン
カ
ー
は
、
荒
天
状
態
に
お
い
て
も
船
員
が
安
全
に
船
首
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
接
近
の
方
法
は
、
国
際
海
事
機
関
が
作
成
し
た
指
針
に
基
づ
き
主
管
庁
に

よ
つ
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
e

四
規
則

非
常
用
え
い
航
設
備
及
び
手
順

１

タ
ン
カ
ー
に
お
け
る
非
常
用
え
い
航
設
備

1.1

載
貨
重
量
二
万
ト
ン
以
上
の
す
べ
て
の
タ
ン
カ
ー
の
前
後
に
は
、
非
常
用
え
い
航
設
備
を
備
え
る
。

1.2

二
千
二
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
次
の
規
定
に
従
う
も
の
と
す
る
。

.1

設
備
は
、
い
か
な
る
時
に
お
い
て
も
、
え
い
航
さ
れ
る
船
舶
の
主
動
力
源
の
喪
失
時
に
お
い
て
迅
速
に
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
え
い
航
す
る
船
舶
に
容
易
に
連
結
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
非
常
用
え
い
航
設
備
の
少
な
く
と
も
一
に
つ
い
て
は
、
迅
速
な
展
開

の
た
め
あ
ら
か
じ
め
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.2

前
後
の
非
常
用
え
い
航
設
備
は
、
船
舶
の
大
き
さ
及
び
載
貨
重
量
並
び
に
悪
天
候
下
に
お
い
て
予
想
さ
れ

る
力
を
考
慮
し
た
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
非
常
用
え
い
航
設
備
の
設
計
、
構

造
及
び
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
試
験
は
、
機
関
が
作
成
す
る
指
針
に
基
づ
い
て
主
管
庁
に
よ
り
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

1.3

二
千
二
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
、非
常
用
え
い
航
設
備
の
設
計
及
び
構
造
は
、

国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
指
針
に
基
づ
い
て
主
管
庁
に
よ
り
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

船
舶
に
お
け
る
非
常
用
え
い
航
手
順

2.1

こ
の
規
定
は
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

.1

二
千
十
年
一
月
一
日
ま
で
は
、
す
べ
て
の
旅
客
船

.2

二
千
十
年
一
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
貨
物
船

.3

二
千
十
二
年
一
月
一
日
ま
で
は
、
二
千
十
年
一
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た
貨
物
船

2.2

船
舶
に
は
、
各
船
舶
に
応
じ
た
非
常
用
え
い
航
手
順
を
備
え
る
。
当
該
手
順
は
、
非
常
事
態
に
お
い
て
使
用

す
る
た
め
に
船
内
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
並
び
に
船
内
に
お
い
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
既
存
の
設
備

及
び
装
置
に
つ
い
て
の
も
の
と
す
る
。

2.3

当
該
手
順
に
は
、
次
の
も
の
を
含
め
る
。

.1

可
能
な
非
常
用
え
い
航
設
備
を
示
す
船
首
及
び
船
尾
の
甲
板
の
図
面

.2

非
常
用
え
い
航
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
船
上
設
備
の
目
録

.3

通
信
の
手
段
及
び
方
法

.4

非
常
用
え
い
航
作
業
を
準
備
し
、
及
び
実
施
す
る
た
め
の
サ
ン
プ
ル
手
順

第
三
e

五
規
則

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
材
料
の
新
規
の
設
置

１

こ
の
規
則
は
、
こ
の
条
約
に
規
定
す
る
構
造
、
機
関
、
電
気
設
備
及
び
艤ぎ

装
品
に
使
用
さ
れ
る
材
料
に
つ
い
て

適
用
す
る
。

２

す
べ
て
の
船
舶
に
つ
い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
材
料
の
新
規
の
設
置
は
、
次
の
も
の
を
除
く
ほ
か
、
禁
止
す

る
。

.1

ロ
ー
タ
リ
ー
式
圧
縮
機
及
び
ロ
ー
タ
リ
ー
ポ
ン
プ
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
羽
根
車

.2

高
温
（
摂
氏
三
百
五
十
度
を
超
え
る
温
度
）
又
は
高
圧
（
七
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
る
圧
力
）
の
下
で
火
災

若
し
く
は
腐
食
の
危
険
性
又
は
毒
性
が
あ
る
液
体
の
循
環
の
た
め
に
使
用
す
る
水
密
継
手
及
び
裏
張
り

.3

摂
氏
千
度
を
超
え
る
温
度
の
下
で
使
用
さ
れ
る
軟
性
及
び
柔
軟
性
の
あ
る
断
熱
材

第
三
e

六
規
則

油
タ
ン
カ
ー
及
び
ば
ら
積
み
貨
物
船
の
貨
物
エ
リ
ア
内
の
区
域
へ
の
及
び
貨
物
エ
リ
ア

内
の
区
域
に
お
け
る
通
行
並
び
に
当
該
貨
物
エ
リ
ア
内
の
区
域
の
前
方
へ
の
通
行

１

適
用

1.1

1.2
の
規
定
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
規
則
は
、
総
ト
ン
数
五
百
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
及
び
第
九
章
第
一
規
則

に
定
義
す
る
ば
ら
積
み
貨
物
船
で
あ
つ
て
総
ト
ン
数
二
万
ト
ン
以
上
の
も
の
で
、
二
千
六
年
一
月
一
日
以
後
に

建
造
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

1.2

総
ト
ン
数
五
百
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
で
あ
つ
て
、
千
九
百
九
十
四
年
十
月
一
日
以
後
か
ら
二
千
五
年
一

月
一
日
前
ま
で
に
建
造
さ
れ
た
も
の
は
、
決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
二
七
（
六
一
）
に
よ
つ
て
採
択
し
た
第
二
e

一
章
第
十

二
e

二
規
則
の
規
定
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

貨
物
区
域
そ
の
他
の
区
域
へ
の
通
行
手
段

2.1

貨
物
エ
リ
ア
内
の
各
区
画
に
は
、
船
舶
の
供
用
期
間
中
、
主
管
庁
、
第
九
章
第
一
規
則
に
定
義
す
る
会
社
、

船
舶
の
職
員
そ
の
他
の
必
要
な
者
が
船
体
構
造
部
材
の
全
体
及
び
精
密
の
検
査
並
び
に
板
厚
計
測
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
恒
久
的
な
通
行
手
段
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
通
行
手
段
は
、
５
に
定
め
る
要

件
及
び
海
上
安
全
委
員
会
が
決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
一
三
三
（
七
六
）
に
よ
つ
て
採
択
し
た
検
査
の
た
め
の
通
行
手
段
に

つ
い
て
の
技
術
的
な
規
定
（
附
属
書
第
一
章
以
外
の
附
属
書
に
適
用
さ
れ
る
改
正
手
続
に
関
す
る
条
約
第
八
条

の
規
定
に
従
つ
て
採
択
さ
れ
、
か
つ
、
効
力
を
生
ず
る
国
際
海
事
機
関
に
よ
る
改
正
を
含
む
。）に
適
合
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2.2

恒
久
的
な
通
行
手
段
が
通
常
の
貨
物
の
積
込
み
及
び
積
卸
し
の
作
業
に
お
い
て
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
合
又
は
恒
久
的
な
通
行
手
段
を
備
え
る
こ
と
が
実
行
不
可
能
な
場
合
に
は
、
主
管
庁
は
、
技
術
的
な
規
定

に
定
め
る
移
動
式
又
は
可
動
式
の
通
行
手
段
を
代
替
手
段
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
可
動
式

通
行
手
段
を
取
り
付
け
、
つ
り
下
げ
、
又
は
支
え
る
た
め
の
手
段
は
、
船
体
構
造
の
恒
久
的
な
一
部
を
構
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
可
動
式
の
設
備
は
、
船
舶
の
職
員
に
よ
り
容
易
に
組
み
立
て
、
又
は
配
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2.3

す
べ
て
の
通
行
手
段
及
び
そ
の
船
体
構
造
へ
の
取
付
け
部
分
の
構
造
及
び
材
料
は
、
主
管
庁
が
認
め
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
行
手
段
は
、
第
一
章
第
十
規
則
に
基
づ
く
検
査
を
行
う
際
の
使
用
に
先
立
ち
、
又

は
合
わ
せ
て
、
検
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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